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ぐ
る
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３
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大
峯

大
峯

大
峯

大
峯
奥
駈

奥
駈

奥
駈

奥
駈
修
行

修
行

修
行

修
行
(( (( 玉

置
神
社

玉
置
神
社

玉
置
神
社

玉
置
神
社
～～ ～～
吹
越
宿
跡

吹
越
宿
跡

吹
越
宿
跡

吹
越
宿
跡
)) )) のの のの

    

金
剛
多
和

金
剛
多
和

金
剛
多
和

金
剛
多
和
で
の

で
の

で
の

で
の
湯
茶
等
接
待

湯
茶
等
接
待

湯
茶
等
接
待

湯
茶
等
接
待
    
    

    ◇
実

施
日

；
平

成
２

９
年

０
７

月
０

９
日

( 日
)  

曇
り

時
々

薄
日

後
雨

 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
沖

﨑
吉

信
、
児

嶋
道

夫
、
濱

野
兼

吉
、
畑

林
秀

味
、

畑
林

清
子

、
大

江
加

予
子

、
高

階
美

根
子

、
奥

村
順

夫
、

 

竹
中

卓
治

、
田

中
稔

昭
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
１

名
。
 

 

 
竹

林
院

の
第

７
０

回
大

峯
奥

駈
修

行
は

、
９

日
( 日

) 玉
置

神
社

～
本

宮
大

 

社
。
１

０
日

( 月
) 小

口
～
大

雲
取

越
え

～
那

智
山
・
青

岸
渡

寺
。
１

１
日

( 火
) 

速
玉

大
社

～
花

の
窟

。
実

施
の

参
加

案
内

が
、

玉
岡

相
談

役
宅

に
あ

り
、

塩
 

川
正

十
郎

先
生

・
卒

寿
祝

賀
会

が
竹

林
院

で
開

催
( 平

成
２

３
年

１
０

月
) す

 

る
な

ど
、

平
素

よ
り

ご
厚

誼
頂

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
金

剛
多

和
で

修
行

支
 

援
の

湯
茶

等
接

待
を

す
る

事
に

し
た

。
 

前
々

日
に

、
事

務
局

か
ら

参
加

者
人

員
と

玉
置

神
社

出
発

時
刻

を
電

話
で

 

確
認

し
、

金
剛

多
和

に
１

０
時

迄
に

到
着

す
る

た
め

新
宮

７
時

発
と

し
た

。
 

世
界

遺
産

・
熊

野
本

宮
館

駐
車

場
で

海
山

・
尾

鷲
組

３
名

と
大

阪
府

大
東

 

市
か

ら
久

し
ぶ

り
に

参
加

の
田

中
氏

と
７

時
半

過
ぎ

に
合

流
し

、
沖

﨑
・
奥

 

村
・

川
島

車
の

３
台

に
分

乗
し

山
在

峠
へ

８
時

着
。

 

本
来

な
ら

上
切

原
集

落
か

ら
金

剛
多

和
を

経
て

篠
尾

集
落

へ
の

生
活

古
 

道
か

ら
登

る
の

で
あ

る
が

、
平

成
２

３
年

９
月

の
紀

伊
半

島
豪

雨
に

よ
り

、
 

山
腹

が
崩

壊
し

た
た

め
に

、
崩

壊
地

の
尾

根
へ

登
る

迂
回

路
を

辿
る

事
か

ら
、
 

時
間

的
ロ

ス
も

あ
り

、
又

８
月

の
鳥

海
山

遠
征

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
兼

ね
て

山
 

在
峠

か
ら

登
る

こ
と

に
し

た
。
川

島
は

上
切

原
の

下
モ

谷
山

腹
崩

壊
地

の
山

 

腹
工

事
道

か
ら

登
っ

た
事

が
無

く
、
畑

林
秀
の

案
内

で
児

嶋
氏

と
登

る
事

に
 

な
り

、
２

班
に

別
れ

て
金

剛
多

和
へ

登
る

事
に

な
っ

た
。

 

 
テ

ー
ブ
ル

( 沖
﨑

) 、
テ
ン

ト
、
冷

え
た
お

茶
・
コ

ー
ラ

ー
等

の
飲
料
水

、
 

ハ
ウ

ス
み

か
ん

、
甘
夏
柑

、
菓

子
等

を
手

分
け

し
て
担

ぐ
、
風

も
無

く
蒸

し
 

暑
い
気
候

下
で

出
発

す
る

。
 

川
島

車
は

、
山

在
峠

か
ら
戻

り
、
下

モ
谷

工
事

林
道

を
辿

る
と

、
コ

ン
ク
 

リ
ー

ト
砂
防
堤
手

前
の
サ
コ

か
ら

流
出

し
た
土
砂

で
底

が
擦

り
、
少

し
戻

り
 

路
側

に
駐

車
(
８

時
３

０
分
)
。

 

工
事

が
一
旦
終
了

し
て

い
る

の
で

、
三
ヶ
所

落
石
・
土
砂

の
小

崩
落

が
あ

 

っ
た

が
、
か
な

り
急

な
工

事
林

道
を
ジ

グ
ザ

グ
に

登
る

も
、
小
砂
利

の
多

い
 

路
面

で
は
足
元

が
滑

り
登

り
難

い
。
最

後
の

崩
落
止

め
の
コ

ン
ク
リ

ー
ト
打

 

ち
の
境

を
登

り
、
約
４
５

分
要

し
て

生
活

古
道

に
到

着
。

 

小
崩

落
箇
所

が
無
け

れ
ば
４
Ｗ
Ｄ

車
な

ら
、
古

道
迄

１
０

分
弱

の
地
点

へ
 

走
行
可
能

で
あ

る
。

 
  

 
 

山
在

峠
に

て
 

 
 

 
砂

防
提

手
前

よ
り

歩
く

 
お

茶
・

甘
夏

柑
等

テ
ー

ブ
ル

上
に
 

  
此
処

か
ら

は
、
な
だ

ら
か

な
登

り
で

あ
り
約

２
０

分
を
要

し
９

時
５

０
分

 

に
金

剛
多

和
に

着
く

と
、

山
在

峠
班

が
先

着
( １

０
時
４
５

分
) し

て
い

た
。

 

 
テ

ー
ブ
ル

上
に
冷

え
た
ゼ
リ

ー
菓

子
・
ミ

ニ
ト
マ

ト
、
お
菓

子
、
甘
夏
柑

、
 

紙
コ
ッ
プ

が
準
備

乗
せ

ら
れ

、
法
螺

の
音

が
聞

こ
え

た
の

で
程

な
く

到
着

か
 

も
し

れ
な

い
と

竹
林

院
一

行
１

３
名

を
待
つ

。
 

 
雨
除
け

の
テ

ン
ト

を
持

参
し

た
が
張

ら
ず

に
済
ん
だ

。
法
螺

の
音

が
す

る
 

が
中

々
到

着
せ
ず

、
焚

火
で

児
嶋

氏
コ

ー
ヒ

ー
を
煎

れ
る

。
 

 
竹

林
院
一

行
は

、
１

０
時
５

０
分

に
到

着
さ

れ
勤

行
。
ハ
ウ

ス
み

か
ん

も
 

出
さ

れ
、
冷

茶
(2

L
×

2
本

) ・
ポ
カ
リ

ス
エ
ッ

ト
(2

L
×

2
本

) ・
コ

ー
ラ

ー
(2

L
 

×
1
本

) 及
び
菓

子
で
喉

を
潤

し
小
休
止

し
て

頂
く

。
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持
経
宿

へ
ス

ト
ー
ブ

を
寄
贈

し
て

下
さ

っ
た

中
島
様

、
福
井
良
盟

院
主

 

さ
ん
御

子
息

に
、
お
礼

と
ご
挨
拶

を
す

る
。
御
礼

２
万
円

を
頂
戴

し
た

。
 

 
竹

林
院
一

行
は

、
１

１
時

１
５

分
に
吹

越
宿
跡

へ
と

出
立
さ

れ
、
「
気

を
 

つ
け

て
！
」
「
満

行
さ

れ
ま

す
よ
う

に
！
」

と
声

を
か
け
見
送

る
。

 

 
 

 

 
 

竹
林

院
到

着
待

ち
 

 
 

 
 

 
竹

林
院

金
剛

多
和

で
勤

行
 

 

 
 

 

暫
ら

く
く

つ
ろ

ぎ
 

 
 

 
竹

林
院

出
立

 
 

 
 

金
剛

多
和

で
の

接
待

者
 

 

我
々

は
、
軽

い
昼
食

を
済
ま
せ

、
１

１
時
４
５

分
金

剛
多

和
か

ら
引
き
返
 

す
。

下
モ

谷
山

腹
工

事
林

道
班

に
は

、
奥

村
氏

が
加
わ

り
４

名
で

下
山

。
 

 
こ

の
頃

よ
り

、
遠

く
か

ら
雷
鳴

が
響
き

渡
り

、
雨

が
降

る
心
配

が
あ

る
が

、
 

明
る

い
曇

り
空

で
あ

り
暫

ら
く

大
丈

夫
そ
う

で
あ

る
。

 

崩
落
箇
所

を
最
初

に
山

腹
を
横

切
る

地
点

に
は

、
手
摺

の
着

い
た

生
活

古
 

道
が
整
備
さ

れ
て

い
る

。
崩

落
箇
所

で
尾

根
へ

登
る

迂
回

路
を
通

ら
な

く
と

 

も
、
従

来
通

り
の

古
道

に
取

り
付

く
事

が
出

来
る
様

に
な

っ
て

い
た

。
 

駐
車

地
ま

で
４
５

分
で

下
り

、
１

２
時
５

０
分

過
ぎ

に
世

界
遺

産
・
熊

野
 

本
宮

館
の

駐
車

場
に

着
く
頃

か
ら
雷
鳴

が
激

し
く

な
り

、
１

３
時

過
ぎ

か
ら

 

雨
が
降

り
出

す
。

 

１
３

時
２

０
分

過
ぎ

に
沖

﨑
・
奥

村
車

が
到

着
。
車

に
乗

る
迄

に
は

、
雨

 

に
あ
わ

な
か

っ
た

と
の

事
。
又

、
山

在
峠

に
着

く
と

、
竹

林
院
・
院
主
さ
ん

 

の
乗

っ
た

２
８

人
乗

り
バ

ス
が
迎

え
に

待
機

し
、
昼
食
さ

れ
て

い
た

。
 

雷
鳴

が
激

し
く

雨
が

１
３

時
頃

か
ら
降

り
出

し
、
竹

林
院
一

行
は
吹

越
宿
 

跡
迄

行
か
ず

に
、

本
宮

大
社

参
拝

へ
略
一
緒

に
走

行
し

て
来

た
と

の
事

。
 

 
本
降

り
と

な
り

、
１

３
時

半
過

ぎ
に
解
散

し
各
自
帰

路
へ

。
 

 

７７ ７７
月月 月月
１
０

１
０

１
０

１
０
日日 日日

( 月月 月月
) 

山
上
さ
ん

は
、
大

雲
取

越
え

の
色

川
辻

へ
１

１
時

過
ぎ

に
車

で
出
向
き

、
 

冷
え

た
飲
料
水

・
お
菓

子
等

の
差

し
入

れ
に

行
っ

て
下
さ

い
ま

し
た

。
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